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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】簡単で確実に、厨房の壁の裏側にある木材構造
物の伝導加熱による発火を検知することができ、火災を
確実に予防する伝導加熱の検知システム及び検知方法を
提供する。
【解決手段】加熱調理器１２近傍の壁の、加熱調理器１
２から比較的遠い基準点３２と、加熱調理器１２に基準
点３２より近い測定点３０の温度を測定する赤外線放射
温度センサ２４を備える。基準点３２と測定点３０の温
度を比較する制御部２６と、制御部２６が出力する異常
報知信号により作動する報知ユニット２８を有する。加
熱調理後の基準点３２と測定点３０の温度の差の時間経
過に伴う変化が、所定の基準により正常であると判断さ
れた場合は、制御部２６から異常報知信号を出力しない
。基準点３２と測定点３０の温度の差の時間経過に伴う
変化が、所定の基準により異常であると判断された場合
は、制御部２６から異常報知信号を出力し、異常報知信
号により報知ユニット２８が作動する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　加熱処理を行う熱源の近傍の室内側面の測定点の温度を測定する温度センサと、前記測
定点の温度に基づいて所定の処理を行う制御部と、前記制御部が出力する異常報知信号に
より作動する報知ユニットが設けられ、
　前記制御部は、前記熱源による加熱処理作業後の前記測定点の温度の時間経過に伴う変
化が、所定の基準により正常であると判断された場合は、前記制御部から異常報知信号を
出力せず、前記測定点の温度の時間経過に伴う変化が前記所定の基準より異常である判断
された場合は、前記制御部から異常報知信号を出力し、
　前記異常報知信号により、前記報知ユニットが作動することを特徴とする伝導加熱の検
知システム。
【請求項２】
　加熱処理を行う熱源の近傍の室内側面の前記熱源から比較的遠い基準点の温度と、前記
基準点より前記熱源に近い測定点の温度とを測定する温度センサと、前記基準点と前記測
定点の温度を比較する制御部と、前記制御部が出力する異常報知信号により作動する報知
ユニットが設けられ、
　前記制御部は、前記熱源による加熱処理作業後の前記基準点と前記測定点の温度の差が
所定の時間経過により所定値より小さい場合は、前記制御部から異常報知信号を出力せず
、前記基準点と前記測定点の温度の差が、所定の時間経過により所定値より小さくならず
、同じ又は大きい場合は、前記制御部から異常報知信号を出力し、
　前記異常報知信号により、前記報知ユニットが作動することを特徴とする伝導加熱の検
知システム。
【請求項３】
　加熱処理を行う熱源の近傍の室内側面の前記熱源から比較的遠い基準点の温度と、前記
基準点より前記熱源に近い測定点の温度とを測定する温度センサと、前記基準点と前記測
定点の温度を比較する制御部と、前記制御部が出力する異常報知信号により作動する報知
ユニットが設けられ、
　前記制御部は、前記熱源による加熱処理作業後の前記基準点と前記測定点の温度の差の
時間経過に伴う変化が、所定の基準により正常であると判断された場合は、前記制御部か
ら異常報知信号を出力せず、前記基準点と前記測定点の温度の差の時間経過に伴う変化が
、前記所定の基準により異常であると判断された場合は、前記制御部から異常報知信号を
出力し、
　前記異常報知信号により、前記報知ユニットが作動することを特徴とする伝導加熱の検
知システム。
【請求項４】
　加熱処理を行う熱源の近傍の室内側面の測定点あるいは測定エリアの温度を測定する第
１の温度センサと、前記測定点あるいは前記測定エリアを含むより広い範囲である基準エ
リアの平均温度を測定する第２の温度センサと、前記第１の温度センサで得られた前記測
定点あるいは測定エリアの温度と前記第２の温度センサで得られた前記平均温度とを比較
する制御部と、前記制御部が出力する異常報知信号により作動する報知ユニットが設けら
れ、
　前記制御部は、前記熱源による加熱処理作業後の前記基準エリアの平均温度と前記測定
点あるいは測定エリアの温度との差の時間経過に伴う変化が、所定の基準により正常であ
ると判断された場合は、前記制御部から異常報知信号を出力せず、前記基準エリアの平均
温度と前記測定点あるいは測定エリアの温度との差の時間経過に伴う変化が、所定の基準
により異常であると判断された場合は、前記制御部から異常報知信号を出力し、
　前記異常報知信号により、前記報知ユニットが作動することを特徴とする伝導加熱の検
知システム。
【請求項５】
　前記熱源は加熱調理器であり、前記室内側面は厨房の壁であり、前記温度センサは、加
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熱調理器の上方に位置するレンジフードに設けられている請求項１乃至４のいずれか記載
の伝導加熱の検知システム。
【請求項６】
　前記温度センサは、赤外線放射温度センサであり、前記測定点は一個又は複数個設けら
れている請求項１乃至５のいずれか記載の伝導加熱の検知システム。
【請求項７】
　加熱処理を行う熱源の近傍の室内側面の測定点の温度を測定し、前記熱源による加熱処
理作業後の前記測定点の温度の時間経過に伴う変化が、所定の基準により正常である場合
は異常なしと判断し、前記測定点の温度の時間経過に伴う変化が、所定の基準から外れる
場合は異常ありと判断し、異常温度検知警報を発報することを特徴とする伝導加熱の検知
方法。
【請求項８】
　加熱処理を行う熱源の近傍の室内側面の、前記熱源から比較的遠い基準点と、前記基準
点より前記熱源に近い測定点の温度を測定し、前記熱源による加熱処理作業後の前記基準
点と前記測定点の温度差の時間経過に伴う変化が、所定の基準により正常である場合は異
常なしと判断し、前記基準点と前記測定点の温度の差の時間経過に伴う変化が、所定の基
準から外れる場合は異常ありと判断し、異常温度検知警報を発報することを特徴とする伝
導加熱の検知方法。
【請求項９】
　加熱処理を行う熱源の近傍の室内側面の測定点あるいは測定エリアの温度を測定すると
ともに、前記測定点あるいは前記測定エリアを含むより広い範囲である基準エリアの平均
温度を測定し、前記熱源による加熱処理作業後の前記基準エリアの平均温度と前記測定点
あるいは測定エリアの温度との差の時間経過に伴う変化が、所定の基準により正常である
場合は、異常なしと判断し、前記基準エリアの平均温度と前記測定点あるいは測定エリア
の温度との差の時間経過に伴う変化が、所定の基準から外れる場合は異常ありと判断し、
異常温度検知警報を発報することを特徴とする伝導加熱の検知方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、木造家屋の厨房に設けられる伝導加熱の検知システム及び検知方法に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　従来、厨房に設けられたレンジフードに、炎感知器や温度センサを設け、レンジフード
の下方に位置する加熱調理器が出火したことや、異常に高温になったことを検出し、大き
な火災になることを事前に防止するものがある。例えば、特許文献１の防火連動方法は、
電磁誘導加熱器上方に位置するレンジフードに、電磁誘導加熱器とその近傍を火災検出範
囲とした火災検出ユニットと制御ユニットが取り付けられている。火災検出ユニットは、
信号線を介して制御ユニットに火災信号を送信すると、制御ユニットは火災信号を時間で
蓄積する蓄積部を作動させ、蓄積時間が一定時間、例えば１０秒に達した場合は、制御ユ
ニットが信号線を介して出力信号を送信し、火災報知ユニットの音響装置を鳴動させ、ま
た各安全装置を作動させて作動させて通電を停止する。これにより火災の拡大を防ぐもの
である。
【０００３】
　また、特許文献２の加熱調理器は、電磁誘導加熱器の上方に設置した換気扇フードに、
この電磁誘導加熱器の温度を検出する温度検出素子を設け、この温度検出素子の検出によ
る異常温度検出に基づき、電磁誘導加熱器の通電を遮断する。これにより火災等の異常事
態になることを事前に防止するものである。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【０００４】
【特許文献１】特開２００５－３００１１４号公報
【特許文献２】特開２０１２－１７８３００号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上記背景技術の場合、いずれも加熱調理器の異常温度や炎を検出するものであり、加熱
調理器の周辺の、壁の異常温度を検出するものではない。近年、伝導加熱が原因と思われ
る火災の発生件数が増加している。これらの火災は、木造家屋で、加熱調理器の近傍の壁
の室内側面を防火性の高いステンレス板で覆っている厨房から発生しており、ステンレス
板が高温となると、ステンレス板の裏側の木造構造が長期の伝導加熱で炭化し、調理時や
調理後の余熱等で自然発火に至るものである。
【０００６】
　従って、壁の室内側面はステンレス板で覆われていて、火災の初期では燃えないため、
炎や煙を感知する通常の火災検出方法では検知が遅れ、大きな火災となる。また、このよ
うな伝導加熱による火災は、加熱調理が終わった後で作業者が不在の時間に発生すること
があり、例えば作業者が厨房を離れてから５０分後に発生した例もあり、この点からも消
火が遅れ被害が大きいものとなる。古い木造家屋には、加熱調理器の鍋が壁のステンレス
板から数センチしか離れていない厨房も多く、伝導加熱による火災が発生する可能性が高
い。そこで、ステンレス板の裏側の木造構造の発火を早く検知する方法が求められている
。
【０００７】
　この発明は、上記背景技術の問題点に鑑みてなされたものであり、簡単で確実に、厨房
の壁の裏側にある木材構造物の伝導加熱による発火を検知することができる伝導加熱の検
知システム及び検知方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、加熱処理を行う熱源の近傍の室内側面の測定点の温度を測定する温度センサ
と、前記測定点の温度に基づいて所定の処理を行う制御部と、前記制御部が出力する異常
報知信号により作動する報知ユニットが設けられ、前記制御部は、前記熱源による加熱処
理作業後の前記測定点の温度の時間経過に伴う変化が、所定の基準により正常であると判
断された場合は、前記制御部から異常報知信号を出力せず、前記測定点の温度の時間経過
に伴う変化が前記所定の基準より異常である判断された場合は、前記制御部から異常報知
信号を出力し、前記異常報知信号により、前記報知ユニットが作動する伝導加熱の検知シ
ステムである。
【０００９】
　また本発明は、加熱処理を行う熱源の近傍の室内側面の前記熱源から比較的遠い基準点
の温度と、前記基準点より前記熱源に近い測定点の温度とを測定する温度センサと、前記
基準点と前記測定点の温度を比較する制御部と、前記制御部が出力する異常報知信号によ
り作動する報知ユニットが設けられ、前記制御部は、前記熱源による加熱処理作業後の前
記基準点と前記測定点の温度の差が所定の時間経過により所定値より小さい場合は、前記
制御部から異常報知信号を出力せず、前記基準点と前記測定点の温度の差が、所定の時間
経過により所定値より小さくならず、同じ又は大きい場合は、前記制御部から異常報知信
号を出力し、前記異常報知信号により、前記報知ユニットが作動する伝導加熱の検知シス
テムである。
【００１０】
　または、前記制御部は、前記熱源による加熱処理作業後の前記基準点と前記測定点の温
度の差の時間経過に伴う変化が、所定の基準により正常であると判断された場合は、前記
制御部から異常報知信号を出力せず、前記基準点と前記測定点の温度の差の時間経過に伴
う変化が、前記所定の基準により異常であると判断された場合は、前記制御部から異常報
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知信号を出力し、前記異常報知信号により、前記報知ユニットが作動するものでも良い。
【００１１】
　また本発明は、加熱処理を行う熱源の近傍の室内側面の測定点あるいは測定エリアの温
度を測定する第１の温度センサと、前記測定点あるいは前記測定エリアを含むより広い範
囲である基準エリアの平均温度を測定する第２の温度センサと、前記第１の温度センサで
得られた前記測定点あるいは測定エリアの温度と前記第２の温度センサで得られた前記平
均温度とを比較する制御部と、前記制御部が出力する異常報知信号により作動する報知ユ
ニットが設けられ、前記制御部は、前記熱源による加熱処理作業後の前記基準エリアの平
均温度と前記測定点あるいは測定エリアの温度との差の時間経過に伴う変化が、所定の基
準により正常であると判断された場合は、前記制御部から異常報知信号を出力せず、前記
基準エリアの平均温度と前記測定点あるいは測定エリアの温度との差の時間経過に伴う変
化が、所定の基準により異常であると判断された場合は、前記制御部から異常報知信号を
出力し、前記異常報知信号により、前記報知ユニットが作動する伝導加熱の検知システム
である。
【００１２】
　前記熱源は加熱調理器であり、前記室内側面は厨房の壁であり、前記温度センサは、加
熱調理器の上方に位置するレンジフードに設けられている。また、前記温度センサは、赤
外線放射温度センサであり、前記測定点は一個又は複数個設けられているものである。
【００１３】
　また本発明は、加熱処理を行う熱源の近傍の室内側面の測定点の温度を測定し、前記熱
源による加熱処理作業後の前記測定点の温度の時間経過に伴う変化が、所定の基準により
正常である場合は異常なしと判断し、前記測定点の温度の時間経過に伴う変化が、所定の
基準から外れる場合は異常ありと判断し、異常温度検知警報を発報する伝導加熱の検知方
法である。
【００１４】
　また本発明は、加熱処理を行う熱源の近傍の室内側面の、前記熱源から比較的遠い基準
点と、前記基準点より前記熱源に近い測定点の温度を測定し、前記熱源による加熱処理作
業後の前記基準点と前記測定点の温度差の時間経過に伴う変化が、所定の基準により正常
である場合は異常なしと判断し、前記基準点と前記測定点の温度の差の時間経過に伴う変
化が、所定の基準から外れる場合は異常ありと判断し、異常温度検知警報を発報する伝導
加熱の検知方法である。
【００１５】
　また本発明は、加熱処理を行う熱源の近傍の室内側面の測定点あるいは測定エリアの温
度を測定するとともに、前記測定点あるいは前記測定エリアを含むより広い範囲である基
準エリアの平均温度を測定し、前記熱源による加熱処理作業後の前記基準エリアの平均温
度と前記測定点あるいは測定エリアの温度との差の時間経過に伴う変化が、所定の基準に
より正常である場合は、異常なしと判断し、前記基準エリアの平均温度と前記測定点ある
いは測定エリアの温度との差の時間経過に伴う変化が、所定の基準から外れる場合は異常
ありと判断し、異常温度検知警報を発報する伝導加熱の検知方法である。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明の伝導加熱の検知システム及びその検知方法は、簡単で確実に、厨房の壁の裏側
にある木材構造物の伝導加熱による発火を検知することができる。さらに、測定点の経時
変化により温度を検知するので、構造物内部の過熱をいち早く検知することができる。ま
た、加熱調理器の近傍の壁の、加熱調理器から遠い基準点と、加熱調理器に近い測定点の
、温度差により発火を検知する場合、相対的な値に基づいて判断するものであり、放射率
補正等が不要であり、簡単で正確な判断が可能である。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】この発明の一実施形態の伝導加熱の検知システムの概略図である。
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【図２】この実施形態の伝導加熱の検知システムの加熱調理時を示す概略図である。
【図３】この実施形態の伝導加熱の検知方法を示すフローチャートである。
【図４】この発明の他の実施形態の伝導加熱の検知方法の加熱調理器の近傍の壁の検知範
囲を示す概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、この発明の実施形態について図面に基づいて説明する。図１、図２はこの発明の
一実施形態を示すもので、この実施形態の伝導加熱の検知システム１０は、木造家屋の厨
房１１に設けられている。ここで、厨房１１の構造について説明する。厨房１１の壁１６
は、壁板や柱等の木材構造物１８で形成され、室内側の面には、紙や合成樹脂製の壁材で
覆われている。加熱加工処理を行う熱源は、電気やガスによる加熱調理器１２であり、加
熱調理器１２は、壁１６に接して設けられ、壁１６の、加熱調理器１２の加熱部分１２ａ
の近傍には、防火のためにステンレス板２０が貼り付けられている。壁１６の、加熱調理
器１２の上方には、レンジフード２２が設けられている。
【００１９】
　伝導加熱の検知システム１０は、壁１６の室内側面であるステンレス板２０の温度を測
定する赤外線放射温度センサ２４と、赤外線放射温度センサ２４に接続された制御部２６
と、制御部２６が出力する異常報知信号により作動する報知ユニット２８が設けられてい
る。赤外線放射温度センサ２４は、ステンレス板２０から放射された赤外線３６を利用し
て温度を測定するものであり、ステンレス板２０の室内側面の、加熱部分１２ａの近傍の
、複数の測定点３０の温度を測定する。
【００２０】
　測定点３０は、ここでは６箇所が設けられ、垂直方向に３箇所が等間隔に１列に並び、
水平方向に２列が平行に離間して位置している。また、測定点３０の他に１箇所の基準点
３２の温度を、測定点３０と同じ条件で測定する。基準点３２は、測定点３０と同じくス
テンレス板２０の室内側面にあり、各測定点３０よりも加熱部分１２ａから遠い位置にあ
る。図１において、測定点３０及び基準点３２は、丸印を付して表示してあるが、丸印は
必要なく、赤外線放射温度センサ２４が検知する位置が所定箇所に設定されれば良い。
【００２１】
　複数の測定点３０の測定方法は、例えば複数の検知素子を並べ、検知素子毎の検知範囲
が互いに異なる測定点３０となるように設定し、各測定点３０に対応した各検知素子から
検知信号をそれぞれ出力するように構成したものや、あるいは、モータ等を用いて検知素
子を制御して検知素子による検知範囲を随時変更する等の手段によって、１個の検知素子
から検知領域内の複数の測定点３０の検知信号を各測定点３０毎に出力可能とし、各測定
点３０毎の検知信号をそれぞれ出力するように構成したものを使用する。
【００２２】
　制御部２６では、赤外線放射温度センサ２４からの出力信号に基づいて、基準点３２と
各測定点３０の温度の差を求める。基準点３２と各測定点３０の温度の差に異常がある場
合は、報知ユニット２８に異常報知信号を出力し、作動させる。報知ユニット２８は、異
常報知信号により、音響装置の鳴動、火災灯の点灯、モバイル端末等外部への通信等を行
う。
【００２３】
　伝導加熱の検知システム１０の赤外線放射温度センサ２４は、レンジフード２２の下端
面の、調理の作業の邪魔にならず、煙や油はね等の汚れが付かない場所に取り付ける。制
御部２６と報知ユニット２８は、赤外線放射温度センサ２４と信号線で接続して任意の場
所に取り付ける。
【００２４】
　図２は、厨房１１で加熱調理をしている状態を示している。加熱調理器１２の加熱部分
１２ａに鍋３４を載せ、加熱調理すると、ステンレス板２０に熱が伝わり、さらにステン
レス板２０の裏側の木材構造物１８に熱１４が伝わる。各測定点３０は、加熱調理中に温
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度が上昇し、基準点３２との温度差が大きくなる。なお、調理中は、伝導加熱の検知シス
テム１０を作動させず、温度の測定は行わない。加熱調理終了後に鍋３４を加熱調理器１
２から下ろし、火の後始末後から伝導加熱の検知システム１０を開始する。作業者が厨房
１１から離れ、厨房１１が無人になっても、壁１６の温度を測定し、木材構造物１８の発
火の有無を検知する。
【００２５】
　基準点３２は、加熱調理器１２から離れているため加熱調理器１２の熱１４の影響が少
なく温度が低く室温に近い。測定点３０は、加熱調理器１２に近く加熱調理器１２により
熱１４が伝わるため温度が高い。調理直後は基準点３２と測定点３０の温度差は最大であ
り、時間の経過とともに測定点３０の温度が下がり、温度差が減少し、やがて同じになる
。
【００２６】
　次に、図３に基づいて、この実施形態の伝導加熱の検知方法について説明する。伝導加
熱の検知システム１０を開始すると、赤外線放射温度センサ２４が、基準点３２と各測定
点３０の温度を測定する（ｓ１）。次に、基準点３２と各測定点３０の温度の差を求める
（ｓ２）。所定の時間差で２回測定し、１回目の温度差よりも２回目の温度差が減少して
いる場合は、ステンレス板２０の裏側に位置する木材構造物１８が順調に冷めていると判
定し、火災の発生の可能性が無いと判定し、異常温度検知警報を発令しない。そして、所
定時間後に再び基準点３２と測定点３０の温度を測定し、温度差を求める。前記の２回目
の温度差つまり前回の温度差よりも、３回目の温度差つまり今回の温度差が減少している
場合は、火災の発生の可能性が無いと判定し、異常温度検知警報を発令しない。これを所
定回数、所定時間、または所定温度差に達するまで繰り返す（ｓ３）。
【００２７】
　基準点３２と測定点３０の、１回目の温度差と２回目の温度差が、同じか増加している
場合は、木材構造物１８が冷めておらず、木材構造物１８内で熱が発生していることを示
し、発火する可能性があると判定し、異常温度検知警報を発報し、報知ユニット２８を作
動させる（ｓ４）。そして、作業者や警備員等による異常温度検知警報の発報確認と、異
常温度検知に対する解決処理がなされる。その後、リセット操作によって発報がリセット
され、異常温度検知を終了する。なお、異常温度検知警報を発令する温度差や経過時間等
の条件は、適宜自由に設定する。
【００２８】
　この実施形態の伝導加熱の検知システムと検知方法によれば、簡単で確実に、厨房１１
の壁１６の裏側にある木材構造物１８の伝導加熱による発火を検知することができる。加
熱調理器１２の近傍の壁１６の、加熱調理器１２から遠く加熱調理器１２の熱１４の影響
が少ない基準点３２と、加熱調理器１２に近く加熱調理器１２から熱１４が伝わる測定点
３０の、温度差の経時変化により発火を検知するものであり、相対的な値に基づいており
、非接触温度センサや放射温度センサに必要とされる放射率補正は不要であり、簡単で正
確である。また、設置制限がない。壁１６の裏側の木材構造物１８は見ることができず、
また壁１６の室内側面はステンレス板２０で覆われていて火災の初期では燃えないため、
木材構造物１８の発火を目視によって早期発見することはできないが、伝導加熱の検知シ
ステム１０により木材構造物１８の発火を検知することができる。壁１６の室内側面まで
燃えて視認されたり、炎や煙が火災報知に感知されたりするような大きな火災になる前に
初期の消火作業を開始することができ、早く消火することができる。
【００２９】
　また、測定点３０は６箇所設けられているため、正確に判定することができる。調理が
終了し無人となった厨房１１を安価なコストで監視することができる。伝導加熱の検知シ
ステム１０の赤外線放射温度センサ２４は、レンジフード２２に取り付けられているため
、調理の作業の邪魔にならない。伝導加熱の検知システム１０は取り付けが簡単で、レン
ジフード２２に後付けで設置することができ、手軽に使用することができる。
【００３０】
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　なお、本発明の伝導加熱の検知システム及びその検知方法は上記実施の形態に限定され
るものではない。例えば、図４に示すように、加熱処理を行う熱源の近傍の室内側面であ
る壁１６の測定点３８あるいは測定エリア３９の温度を測定する第１の温度センサ４２と
、測定点３８あるいは測定エリア３９を含むより広い範囲である基準エリア４０の平均温
度を測定する第２の温度センサ４３とを備えているものでも良い。そして、第１の温度セ
ンサで得られた測定点３８あるいは測定エリア３９の温度と、第２の温度センサで得られ
た基準エリア４０の平均温度とを比較する制御部を備え、制御部が出力する異常報知信号
により作動する報知ユニットを設け、熱源による加熱処理作業後の基準エリア４０の平均
温度と測定点３８あるいは測定エリア３９の温度との差が時間経過とともに小さくなる場
合は、制御部から異常報知信号を出力せず、基準エリアの平均温度と前記測定点あるいは
測定エリア３８の温度との差が、時間経過とともに予め設定した値より小さくならず、同
じ又は大きくなる場合は、制御部から異常報知信号を出力するものでも良い。また、第１
の温度センサ４２と第２の温度センサ４３は、一又は複数の温度センサの検知範囲を切り
替えて、交互に測定点３８あるいは測定エリア３９と、基準エリア４０の温度を測定する
ものでも良い。この検知システム及び検知方法によっても、正確な測定が可能である。
【００３１】
　この他、基準点と各測定点の温度のサンプリングの仕方や外来熱ノイズによって、測定
点と基準点との温度差が変動する場合がある。そこで、基準点と各測定点のサンプリング
の中での平均値、最小値、最大値のいずれかで、温度変化の傾向を判断する方法や、温度
変化の傾向を推定する統計的手法を用いても良い。
【００３２】
　また、測定点の温度を温度センサにより測定し、測定点の温度変化を観測して、熱源に
よる加熱処理作業後の測定点の温度が、時間経過とともに小さくなる場合は、制御部から
異常報知信号を出力せず、測定点の温度が、時間経過とともに予め設定した値より小さく
ならず、同じ又は大きくなる場合は、制御部から異常報知信号を出力し報知ユニットを作
動させるようにしても良い。これにより、シンプルな検知システムを構成することができ
る。
【００３３】
　この発明の所定の基準による判断方法としては、今回の加熱作業の前である前回までの
加熱処理作業後の時間経過に伴う温度変化と、今回の加熱作業後の温度変化の傾向を比較
して、その温度変化が所定の範囲内であるか否かを判断するものでも良い。例えば、一定
時間経過でも、測定点の温度がある温度以下にならない、或いは基準点との温度差が縮ま
らない場合は、異常と判断するものである。その他、時間経過に伴い変化する測定点の温
度が、予め設定した値（閾値）以下にならない、或いは温度差が縮まらないと判断した場
合は異常としても良い。あるいは、時間経過とともに変化すべき温度が、同じ状態で一定
期間続く場合や、温度の値が大きくなっていると判断した場合に異常とするものでも良い
。
【００３４】
　その他、温度センサは、赤外線放射温度センサ以外でも良い。温度センサを取り付ける
位置は、レンジフード以外でも良く、天井や棚等、ステンレス板の温度を正確に測定する
ことが可能であればどこに取り付けてもよい。伝導加熱の検知システムを取り付ける部屋
は、厨房以外でも良く、また加熱調理器の近傍の壁以外の場所に測定点と基準点を設け壁
以外の発火を検知するものでもよい。報知ユニットの機能は、音響装置の鳴動、火災灯の
点灯、外部への通信等以外でも良い。
【符号の説明】
【００３５】
１０　伝導加熱の検知システム
１１　厨房
１２　加熱調理器
１６　壁
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１８　木材構造物
２０　ステンレス板
２２　レンジフード
２４　赤外線放射温度センサ
２６　制御部
２８　報知ユニット
３０　測定点
３２　基準点

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】



(11) JP 2019-101948 A 2019.6.24

フロントページの続き

Ｆターム(参考) 5G405 AA01  AB01  AD06  AD07  BA07  CA21  CA23  FA22 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

